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海洋の微細藻類

外洋域で光合成によって有機物を生産する植物

は,海洋表層を浮遊する単細胞あるいは群体性の微

細藻類(植物プランクトン)である.外洋域で多く見

られる植物プランクトンは,珪藻とハプト藻に属す

る円石藻で,珪藻は珪酸質の,円石藻は石灰質の殻

を持つ.渦鞭毛藻は,鞭のような鞭毛を持つ微細藻

類で,硬質の殻を作らない.ほかに,ハプト藻,ク

リプト藻,プラシノ藻も鞭毛を持ち,動物のように

泳ぐことができる.

一方,サンゴ体内の共生藻も渦鞭毛藻の1種で

あるが,サンゴ体内では遊泳のための鞭毛を失って

いる.ラン藻は,核を持たない原核生物で,外洋で

は浮遊性のものが,サンゴ礁の海岸ではマット状に

固着したものが見られる.ラゾ藻の一部は,大気中

の窒素を窒素源として利用する能力を持っている.

図は,1,2が珪藻,3が円石藻,4がラゾ藻,5,

6が渦鞭毛藻,7がサンゴ体内の渦鞭毛藻1いずれ

も各藻類の一例で,種類と形態は様々である.
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